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車いすの寄贈

旭川地方道新会

実施期間
2005年4月～
実施地域
上川、留萌、宗谷、網走の各支庁管内と北
空知地方
活動概要
旭川地方道新会は、2005年 4月から「この

まち大スキ北海道新聞」をキャッチフレーズ
にキャンペーンを展開、各地域の読者や地域
の小・中学校の協力を得て回収した空き缶の
リングプル 660キログラムを車いす 1台と交
換して、老人ホームや社会福祉協議会などへ
寄贈している。

5年間で9市33町2村の施設へ51台の車い
すを寄贈しており、寄贈先からは「病院への
移送サービスや旅行などで必要な人への貸し
出しに使いたい」と喜ばれ、地域に根ざした
活動である。

＊
旭川地方道新会＝上川、留萌、宗谷、網走の各支庁
管内と北空知地方管内の北海道新聞 170販売所で組
織。伊藤智夫（いとう・ともお）会長。

◉

◉

◉

■ 中富良野町社会福祉協議会ヘの寄贈（2009年10月6日）

北海道新聞〈旭川・上川〉　2009年10月8日付朝刊

北海道新聞〈旭川・上川〉
2010年5月21日付朝刊

■ 『リングプル』回収を呼びかける新聞広告

左端が伊藤会長

北海道新聞〈北見・オホーツク〉　2010年3月31日付朝刊

北海道新聞〈旭川・上川〉　2006年8月30日付

北海道新聞〈北見・オホーツク〉　2008年5月20日付朝刊

地域住民と共同で
回収した空き缶のリングプルを
車いすとして寄贈
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図書館への書籍寄贈

ASA江差　所長　松崎　浩

実施期間
1990年11月14日～
実施地域
北海道江差町
活動概要
北海道の ASA 江差所長の松崎浩さんは

1990年11月14日から、江差町立図書館へ年
間複数回にわたり書籍を寄贈している。
初回の寄贈から20年を数え、合計寄贈数は

1,026冊、金額にして120万円を超えている。
かつてはニシン漁で栄えた町も今では少子
高齢化の波が押し寄せる中、新聞を届けるこ
と以外にも、生まれ育った江差町の発展に貢
献したいとの思いから始めた寄贈で、地域に
利益を還元する取り組みである。

＊
松崎浩（まつざき・ひろし）

◉

◉

◉

郷土への思いから
書籍を寄贈する取り組み
地域発展に貢献

販売所前のご夫婦

■ ASA江差発行のミニコミ紙「繁次郎通信」・寄贈書籍名を掲載

松崎所長
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ミニコミ紙で集めたタオルを老人ホームに贈る運動

読売センター大湊　所長　浅沼良子

実施期間
2001年8月～
実施地域
青森県むつ市・読売センター大

おおみなと

湊区域内
活動概要
青森県むつ市の読売センター大湊所長の浅

沼良子さんは、2001年 8月から紙おむつやタ
オル、シーツなどを市内の老人ホームに寄贈
している。
月 1回、独自に発行しているミニコミ紙上

で、家庭で使わなくなったタオルなどの寄付
を呼びかける記事を掲載したところ、それを
見た読者からタオルやシーツが持ち込まれた。
活動は口コミで徐々に拡大し、多い月には

1,000本前後のタオルが集まり、年 3～4回、
老人ホームに届けている。
この読者と地域を結ぶ活動は、今では販売
所区域内 3施設に寄贈している。老人ホーム
園長からは感謝の声が寄せられている。

＊
浅沼良子（あさぬま・よしこ）

◉

◉

◉

■ 老人ホーム「おおみなと園」への寄贈（2010年7月23日）

家庭で使わないタオルなど
老人ホームに寄贈
読者と地域の橋渡し役担う

販売所に持ち込まれたタオルなど（右が浅沼所長）

■ 毎月発行のミニコミ誌「てぃーたいむ」

寄贈先からのお礼状

■ 1回の寄贈枚数

フェイスタオル 約500本

バスタオル・タオルケット類 約100枚

紙おむつ 約10袋
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ミニコミ紙「週刊きたかみ」の発行

株式会社河口　代表　河口仁朗

実施期間
1985年6月23日～
実施地域
岩手県北上市全域
活動概要
岩手県北上市の株式会社河口代表の河口仁

朗さんは、1985年 6月に、「週刊きたかみ」を
創刊し、25年にわたり岩手日報をはじめ取り
扱っている新聞に毎週木曜日折り込み、読者
に届けている。
「週刊きたかみ」はタブロイド判 4ページの
単色刷りで 1万 2,000部を発行しており、北
上市の行事、スポーツ大会の内容、投稿文芸
作品などの情報を掲載している。なかでも郷
土史家や博物館などの寄稿による歴史文化の
掲載企画は、隠れた文化遺産を掘り起こし定
評がある。
地元密着の記事は地域発展の活力源になっ

ている。
＊

河口仁朗（かわぐち・きみお）

◉

◉

◉

2010年6月5日付（第1267号）4面2010年7月15日付（第1273号）4面

2010年7月22日付（第1274号）4面

2010年7月22日付（第1274号）1面

■ ミニコミ紙「週刊きたかみ」

ただいま編集中（左：千田編集長、右：高橋さん）

岩手日報　2005年4月23日付

河口新聞店スタッフ（左から 2人目・河口仁
朗社長）

25年にわたり週刊ミニコミ紙を発行
地域の隠れた情報を
掘り起こし掲載
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未来のジャーナリスト講座

ASA世田谷ブロック

実施期間
2006年5月～
実施地域
東京都世田谷区
活動概要
ASA世田谷ブロックでは、2006年5月に世

田谷区内の中学生を対象に新聞社の仕事を体
験してもらう「未来のジャーナリスト講座」を
創設、今年で5年目を迎えている。
同講座は、区立中学校の生徒が記者となり、
区内で働く人やゆかりの人々、歴史や自然な
どを取材、記事を執筆、紙面編集、印刷まで
を体験し、「朝日せたがや中学生新聞」に掲載
して朝日新聞読者に届けている。
取材した子どもたちは、新聞のことを知り、
身近な存在ととらえるようになった一方、読
者からは「世田谷の一面を知った」などの反響
があった。

＊
ASA世田谷ブロック＝東京都世田谷区内の朝日新聞

32販売所で組織。井口忠寿（いぐち・ただとし）代表。

◉

◉

◉

タンザニア大使館

社会人ラグビー部

映画館

東京急行世田谷線 狂言舞台実習

■ 取材風景

■ 執筆風景

■ 朝日せたがや中学生新聞（記事下に講座への参加を呼びかける広告を掲載）

2008年10月15日付 2008年1月15日付

2009年11月10日付

新聞記者として体験学習することで
子どもたちの才能の芽を
育てる役割を担う
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献血活動協力「まごころ献血」

東部読売会

実施期間
1981年～月1回実施
実施地域
東京都江東区、江戸川区、葛飾区などの一

部
活動概要
東部読売会では、江戸川区・江東区・葛飾

区の一部で、1981年から月 1回「まごころ献
血」を同会エリア内の複数の主要駅で実施し
ており、今年で29年になる。
葛西赤十字献血センター（現東京都赤十字

血液センター）からの呼びかけに応じて活動
を開始、事前に献血参加を呼びかけるチラシ
を折り込み、献血当日は販売所所長、従業員
によるテントの設営、事務作業手伝いや通行
人への献血者の呼びかけに協力、29年間の活
動で延べ 1万 8,000人以上を動員して運動を
続けている。
長期にわたる献血活動に対し、東京都赤十

字血液センターから「支部長感謝状」を授与さ
れた。

＊
東部読売会＝東京都江東区、江戸川区、葛飾区など
の一部の読売新聞系統の 40販売所で組織。國吉延男
（くによし・のぶお）会長。

◉

◉

◉

■ 事前告知のチラシと当日の呼び込み

■ 「まごころ献血」活動

配布チラシのサンプル

活動開始当初から大切に使
い続けている看板

江戸川区長からの推薦状

2009年4月に都内全域でO型の血液が不足した際
には、エリア内で約 10,000枚のチラシを配布。過
去最高の来場者を記録した献血ルームもあった。 笑顔で声をかけるスタッフ スタッフ自らも献血に協力

東部読売会エリア内の主要駅（JR亀戸駅、平井駅、新小岩駅、小岩駅、東西線西葛西駅、葛西駅）で毎月順番に採血車を配置、献血活動への
貢献を開始。近年は、葛飾赤十字血液センターの方針により、活動は献血の少なくなる冬場の時期に特化。折り込みチラシによる事前告知、
朝刊配達を終えた後、テントの設営など当日の準備を整え、スタッフ自ら街頭に立ち、献血を呼びかける運動を続けている。

■ 地域紙「東都よみうり」などで活動を紹介

社内報「販売ニュース」
2010年4月号

2009年3月6日付

1990年3月9日付

1998年8月14日付

1984年11月9日付

献血への参加を呼びかける
29年にわたる奉仕活動
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